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日本博イノベーション型プロジェクト

○ 日本博総合推進会議（第２回）【令和2年3月12日開催 】 ＜ 総理発言（関係部分抜粋）＞
（新型コロナウイルス感染症の）収束が視野に入った段階では、日本の素晴らしさを国際社会に向けアピールするため、日本博を、一層強力に推進していくことといたします。
このため、本日委員の皆様からいただいた貴重なご意見をもとに、日本博が縄文時代から現代まで続く「日本の美」を各分野にわたって体系的に展開する試みとして、より充実した内容となるよう、
文化庁が中心となって、関係府省が連携して、さらに取組を進めてください。

○ 日本博の開催準備等に関する関係府省連絡会議（第３回）【令和2年9月10日開催 】 ＜ 岡田副長官発言（関係部分抜粋）＞
縄文時代から現代まで続く「日本の美」を国内外に向けて発信する「日本博」の重要性は、この国難とも言える状況下においても何ら変わることはありません。（中略）
日本博も、来年度を新たな本番の年とし、また来年度以降における成功を確実なものとするため、本日お集りの皆様をはじめとする関係者の総力の結集を改めてお願い申し上げます。（中略）
日本博の持つ意味は新型コロナウイルス感染症によって減少するのではなく、ますます重大になっています。（中略）日本博がより充実した内容となるよう政府一丸となって推進していただきたい。

背景

事業内容
厳しさの続く新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、文化庁を中心とした関係府省や地方自治体、文化施設、民間団体等の関係者の総力を結集した大型国家プロジェクトである
「日本博」において、感染症拡大防止対策やコロナ禍においても地域が誇る文化資源の魅力発信・誘客効果を高めることができるような工夫及び補助対象期間後も文化芸術の魅力を持続
的に国内外へ発信可能にするためのレガシー創出の取組を行い企画・実施される新規性・創造性が高い文化芸術プロジェクトを支援するとともに、国内外への戦略的プロモーションを積極的
に行い、インバウンド需要回復及び国内観光需要の一層の喚起、「文化芸術立国」の基盤強化、文化による「国家ブランディング」の強化等を図る。

ウィズコロナにおける日本博の取組
○地域が誇る様々な文化観光資源の特色を生かして新たに企画する展示や公演、体験型プログラムの創出など日本文化の魅力を体感できる「リアル体験」に、最新技術などを活用した
デジタルコンテンツの制作・発信等による「バーチャル体験」を融合させ、国内外の多くの方々が自宅等でも日本博を楽しむことができるようにした上で、全国各地で実施。
＜地方博物館でのワークショップ＞

『やきもので繋ぐJOMON×未来
－多彩な表現展2021－』

＜二条城での展示の様子をVRでもオンライン発信＞

『KYOTOGRAPHIE京都国際写真祭2021』『生誕260年記念企画特別展
「北斎づくし」イマーシブシアター』

＜先端技術を活用した劇場型デジタル展示＞ ＜舞台公演をデジタル配信＞

『神・鬼・麗 三大能∞2020』

・国内外の観光客等の交流人口の拡大
・商業・観光業・飲食業の活性化
・地域の認知度やブランド力の向上
・文化芸術立国の基盤強化

国内外からの参加者数（オンライン含む）が目標値
の100％以上となった事業者の割合 70％

実施件数 40件

アウトプット（活動目標） アウトカム（成果目標） インパクト（国民・社会への影響）
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 補助率：1/2（最大2/3）（予定）

令和3年度補正予算額 9億円
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